
連
携
商
店
街
ミ
ニ
診
断
」
が
九
月
四
日
と

五
日
、
福
山
市
新
市
町
と
神
石
郡
神
石
高

原
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
福
山

大
学
経
済
学
部

の
小
林
正
和
准

教
授
と
ゼ
ミ
生

た
ち
が
、
新
市

町
の
新
市
地
区

商
店
街
と
神
石

高
原
町
の
小
畠

地
区
商
店
街
を

訪
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
商
店
街

の
様
子
を
自
分

た
ち
の
目
と
足

で
確
か
め
な
が

ら
、
店
舗
で
の

聞
き
取
り
調
査

な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

商
店
街
ミ
ニ

診
断
は
、
本
県

連
と
県
内
四
か

学
生
と
い
う
若
者
の
視
点
を
商
店
街
の

振
興
や
再
生
に
役
立
て
る
た
め
の
「
産
学
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所
の
商
工
会
が
、
包
括
協
定
を
結
ん
で
い

る
県
立
広
島
大
学
を
は
じ
め
、
県
内
の
大

学
と
連
携
し
て
実
施
す
る
「
産
学
連
携
小

規
模
事
業
者
活
性
化
推
進
事
業
」
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
。
同
事
業
は
広
島
県
が
今

年
度
、
中
山
間
地
域
の
商
店
街
活
性
化
対

策
を
図
る
目
的
で
創
設
し
た
補
助
事
業

で
、
各
大
学
が
持
つ
シ
ー
ズ
の
活
用
と
、

若
者
の
視
点
、
志
向
を
魅
力
あ
る
商
店
街

づ
く
り
や
各
個
店
の
活
性
化
に
結
び
つ
け

て
い
く
目
的
で
県
内
四
地
域
で
実
施
す
る

も
の
で
す
。

地
域
間
格
差
の
拡
大
に
よ
り
、
中
山
間

地
域
の
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
は
弱
体

化
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
の
問
題
も
深
刻

で
、
地
域
内
の
若
者
の
志
向
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
ま
す
ま
す
広
が
る
な
ど
厳
し
い
経
営

を
迫
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

対
応
策
と
し
て
、
若
者
の
力
を
元
気
な
商

店
街
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
企
画
さ
れ
た

の
が
商
店
街
ミ
ニ
診
断
で
、
大
学
の
シ
ー

ズ
を
商
店
街
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
結
び
つ

け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

若
者
の
思
い
や
意
見
を
店
舗
経
営
に
取
り

入
れ
て
も
ら
い
、
売
り
上
げ
や
集
客
の
向

上
に
効
果
を
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
き

な
狙
い
で
す
。

新
市
地
区
商
店
街
で
四
日
に
行
わ
れ
た

商
店
街
ミ
ニ
診
断
で
は
、
小
林
准
教
授
と

神石高原町の小畠地区商店街を訪れて、店舗経営者から聞き取り調査を行う福山大学の学生たち
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三
人
の
ゼ
ミ
生
が
二
班
に
分
か
れ
、
福
山

あ
し
な
商
工
会
の
職
員
と
と
も
に
約
三
十

店
舗
を
。
小
畠
地
区
商
店
街
で
五
日
に

行
っ
た
商
店
街
ミ
ニ
診
断
で
は
、
小
林
准

教
授
と
七
人
の
ゼ
ミ
生
が
三
班
構
成
で
、

神
石
高
原
商
工
会
の
職
員
と
と
も
に
約
二

十
店
舗
を
調
査
訪
問
。
各
店
舗
の
経
営
者

に
、「
店
舗
の
顧
客
層
は
」「
経
営
上
の
課

題
は
」「
後
継
者
の
有
無
は
」
な
ど
と
尋

ね
た
り
、「
近
隣
の
大
型
店
舗
が
経
営
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
」

「
販
売
促
進
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
か
」な
ど
と
質
問
し
、

一
つ
ひ
と
つ
の
答
え
に
耳
を
傾
け
て
熱
心

に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち

に
同
行
し
た
福
山
あ
し
な
商
工
会
の
江
草

事
務
局
長
は
、「
あ
ら
か
じ
め
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
気
も
す
る

が
、
事
前
に
知
識
を
詰
め
込
ん
で
い
な

か
っ
た
分
、
彼
ら
は
新
鮮
な
気
持
ち
で
診

断
に
取
り
組
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
真
剣
な
姿
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
」

と
、
学
生
た
ち
の
が
ん
ば
り
に
感
謝
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。

学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
を
調

査
し
た
活
動
内
容
を
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
、
新
市
町
と
神
石
高
原
町
で
訪
問
先
の

店
舗
経
営
者
を
集
め
て
報
告
会
を
開
き
、

商
店
街
と
個
店
活
性
化
策
の
提
言
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

中
国
・
四
国
地
域
九
県
連
の
商
工
会
長

と
専
務
理
事
、
事
務
局
長
が
集
ま
っ
て
、

商
工
会
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
話
し
合

う
「
平
成
二
十
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
連
合
会
　
会
長
・
専
務
理
事
・

事
務
局
長
会
議
」
が
八
月
二
十
七
日
、
南

区
元
宇
品
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

広
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
と
も

に
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
携
を
い
っ
そ

う
進
め
る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
。
開
催
地
は
各
県

で
持
ち
回
り
に
な
っ
て

お
り
、
今
年
度
は
本
県

連
が
事
務
局
と
な
っ
て

開
催
。
全
国
商
工
会
連

合
会
か
ら
寺
田
範
雄
専

務
理
事
、
苧
野
恭
成
特

別
企
画
チ
ー
ム
長
が
出

席
し
、
計
二
十
九
名
の

参
加
に
よ
り
、
将
来
あ

る
べ
き
中
小
企
業
支
援

団
体
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
会
議
後
の
交

流
会
に
は
、
中
国
経
済

産
業
局
の
長
尾
正
彦
局

長
と
広
島
県
の
有
岡
宏

副
知
事
を
迎
え
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

﹇
中
四
国
九
県
連
の
会
長
等
が
一
堂
に
集
ま
り
、 

　
　
　
　
　
　
　
将
来
あ
る
べ
き
商
工
会
に
つ
い
て
大
い
に
議
論
﹈ 
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九
月
十
二
日
、
県
内
の
商
工
会
青
年
部

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
一
同
に
集
め
「
第
十

五
回
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
広
島
県
大

会
」
が
、
南
区
元
宇
品
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、

県
内
六
地
域
の
代

表
者
が
出
場
し
、

日
ご
ろ
の
青
年
部

活
動
を
通
じ
て
得

た
経
験
や
成
果
を

発
表
す
る
も
の
。

大
会
に
は
、
県
内

か
ら
約
百
七
十
人

の
青
年
部
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
参

加
。
各
地
域
の
代

表
者
た
ち
が
、
集

ま
っ
た
青
年
部
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
を

前
に
熱
い
思
い
を

語
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
出

場
者
全
員
が

青
〝

年
部
活
動
に
参
加
し
て

の
同
一
テ
ー
マ

で
主
張
発
表
を
展
開
。
青
年
部
活
動
に
参

加
し
て
得
た
学
び
や
気
づ
き
経
験
、
成
果

な
ど
を
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
言
葉
に

〞

の
せ
て
堂
々
の
発
表
を
披
露
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

の
は
、
三
次
広
域
商
工
会
青
年
部
の
小
川

治
孝
さ
ん
。

自
動
車
販
売
整
備
業
の
四
代
目
に
あ
た

る
小
川
さ
ん
は
、
地
域
の
過
疎
化
が
進
み

自
動
車
の
販
売
、
整
備
台
数
が
伸
び
悩
む

中
で
、『
商
工
会
青
年
部
宣
言
』
に
あ
っ

た
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
新
規
事
業
の
確
立
を

目
指
し
て
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
、

販
売
に
着
手
。周
囲
の
反
対
に
も
負
け
ず
、

や
が
て
事
業
を
独
立
さ
せ
て
新
た
な
雇
用

の
場
を
生
み
出
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表

し
、「
次
の
世
代
を
担
う
我
々
は
経
営
革

新
を
急
務
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」「
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
現
状

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」「
目
の
前

に
あ
る
問
題
を
見
て
見
ぬ
振
り
し
て
先
送

り
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
熱
弁
を
振
る

い
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
の
成
績
は
次
の
通
り
。

☆
最
優
秀
賞
（
広
島
県
知
事
賞
）

（
備
北
地
域
・

三
次
広
域
商
工
会
青
年
部
）

小
川
　
治
孝
さ
ん

☆
優
秀
賞
（
県
連
会
長
賞
）

（
芸
南
東
地
域
・

矢
野
町
商
工
会
青
年
部
）

馬
場
　
　
誠
さ
ん

商工会青年部 

主
張
発
表
広
島
県
大
会
開
催

主
張
発
表
広
島
県
大
会
開
催 

主
張
発
表
広
島
県
大
会
開
催

主
張
発
表
広
島
県
大
会
開
催 
主
張
発
表
広
島
県
大
会
開
催 

﹇
県
内
六
地
域
の
代
表
者
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
力
強
い
発
表
を
披
露
﹈ 

☆
優
良
賞
（
県
青
連
会
長
賞
）

（
芸
南
西
地
域
・

五
日
市
商
工
会
青
年
部
）

川
口
　
博
英
さ
ん

（
芸
北
地
域
・

広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
）

野
村
　
晋
作
さ
ん

（
県
央
地
域
・

安
芸
津
町
商
工
会
青
年
部
）

三
井
　
圭
介
さ
ん

（
備
南
地
域
・

駅
家
町
商
工
会
青
年
部
）

三
島
　
　
茂
さ
ん

備北地域代表の小川治孝さん（三次広域商工会青年部）が最優秀賞を受賞
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県
代
表
者
の
「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興

ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
主
張
発
表
大
会
や

『
売
れ
な
い
店
は「
七
つ
の
力
」

で
甦
れ
！
』
と
題
し
た
中
小

企
業
診
断
士
大
咲
元
延
先
生

の
講
演
、
島
根
県
内
各
地
を

巡
る
移
動
研
修
を
通
じ
て
女

性
部
の
活
動
を
地
域
に
役
立

て
る
方
策
を
探
り
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
の
成
績
は

次
の
通
り
。

☆
最
優
秀
賞

（
中
国
経
済
産
業
局
長
賞
）

徳
島
県
美
馬
市
商
工
会

女
性
部相

木
志
津
子
さ
ん

☆
優
秀
賞

（
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
女
性
連
会
長
賞
）

島
根
県
美
濃
商
工
会
女

性
部

小
川
美
智
子
さ
ん

☆
優
良
賞

香
川
県
三
豊
市
商
工
会
女
性
部

近
藤
美
代
子
さ
ん

岡
山
県
和
気
商
工
会
女
性
部

藤
原
　
美
子
さ
ん

鳥
取
県
関
金
町
商
工
会
女
性
部

藤
井
由
美
子
さ
ん

高
知
県
梼
原
町
商
工
会
女
性
部

戸
梶
　
圧
美
さ
ん

山
口
県
美
祢
市
商
工
会
女
性
部

倉
増
　
和
子
さ
ん

愛
媛
県
越
智
商
工
会
女
性
部

大
岡
シ
マ
子
さ
ん

広
島
県
備
北
商
工
会
女
性
部

前
田
万
里
子
さ
ん

九
月
四
日
e
、
五
日
f
の
両
日
、
松
江

市
　
島
根
県
民
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」
に
お

い
て
中
国
・
四
国
各
県
の
商
工
会
女
性
部

員
約
千
名
を
集
め
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商

工
会
女
性
部
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
中
国
・
四
国
各
県
商
工
会
連

合
会
、
中
国
・
四
国
各
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
が
主
催
、
中
国
経
済
産
業
局
、
島

根
県
、
松
江
市
の
後
援
を
頂
き
、「
神
々

の
国
に
集
い

だ
ん
だ
ん

の
笑
顔
煌
め

く
！
」と
い
う
テ
ー
マ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、

中
国
四
国
各
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
各

〞

〝

広島県備北商工会女性部　前田万里子さん

中国・四国 
ブロック 

﹇
神
々
の
国
に
集
い 

　
　
　
〝
だ
ん
だ
ん
〞の
笑
顔
煌
め
く
！
﹈ 
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ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
福
山
に
お
い
て
九
月

六
日
g
〜
九
月
二
十
一
日
a
の
六
日
間
に

わ
た
り
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
金
原
光

広
氏
を
メ
イ
ン
講
師
と
し
て
女
性
を
対
象

と
し
た
【
経
営
革
新
塾
】
を
開
催
し
ま
し

た
。（
参
加
者
三
十
名
）
初
日
の
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
は
、
体

験
を
通
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
概
要
を
学
び
、
受
講
生
全
員

が
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
集
中
し
た
講
座
と

な
り
ま
し
た
。

44％割引。最高水準の割引率です！（所得補償保険団体契約） 

病気やケガで働けない間、最高１年間月々の所得をワイドに補償します。 

広島中央支店 
広島市中区大手町1-2-1  〒730-8730

Tel.082-247-2681

「
経
営
革
新
塾
」 

[

や
り
た
い
こ
と
〜
想
い
を
形
に
〜 

　
　
女
性
の
視
点
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！] 開 催 

さ
ら
に
、
三
日
目
・
四
日
目
の
講
座
で

は
、
中
小
企
業
診
断
士
の
新
井
美
砂
氏
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
江
島
康

子
氏
を
招
き
、
や
り
た
い
こ
と
を
成
功
に

結
び
つ
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
想
い
を

形
に
す
る
事
業
ア
イ
デ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
な
ど
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
経
営

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
成
功
事
例
と
し
て
和
菓
子
の
博

愛
堂
（
因
島
）
の
販
売
戦
略
と
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
特
別
金
賞
を
受
賞
し
た
マ
ロ

ン
ド
ー
ル
（
福
山
）
の
現
地
視
察
等
、
熱

気
あ
ふ
れ
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
講
座
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
八
名
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表

し
、
中
に
は
キ
ャ
ッ
チ
の
良
い
企
画
力
で

意
表
を
突
く
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
も
登
場
す

る
な
ど
、
経
営
革
新
計
画
申
請
に
向
け
明

る
い
兆
し
も
見
え
て
、
終
始
盛
況
の
内
に

講
座
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

九
月
二
十
四
日
d
に
は
、
経
営
革
新
塾

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
軌
保
博
光

氏
（
て
ん
つ
く
マ
ン
）
の
「
夢
は
叶
う
！

想
い
を
形
に
す
る
方
法
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。講
演
で
は
、

自
ら
の
体
験
を
通
し
て
追
い
続
け
て
き
た

夢
を
実
現
し
て
き
た
そ
の
行
動
力
と
強
い

想
い
を
形
に
し
て
き
た
信
念
か
ら
、「
決

し
て
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
今
は
今
日
ま

で
の
結
果
、
未
来
は
今
か
ら
つ
く
れ
、
昨

日
の
自
分
を
毎
日
超
え
よ
う
、
人
間
の
可

能
性
は
無
限
で
あ
る
」
と
百
八
十
七
名
の

会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
を
叱
咤
激
励
、

笑
い
の
中
に
も
心
暖
ま
る
講
演
で
、
受
講

者
全
員
が
「
勇
気
と
元
気
」
を
も
ら
い
、

前
に
出
る
た
め
に
肩
を
押
し
て
も
ら
う
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。



施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
自
社
株
式
等
の
取
得
を
行
う
会
社
へ

の
融
資

・
後
継
者
個
人
へ
の
融
資

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
旧

国
民
生
活
金
融
公
庫
及
び
中
小
企
業

金
融
公
庫
）
の
、「
事
業
承
継
支
援
資

金
」
に
よ
る
融
資

広
島
県
商
工
会
連
合
会
に
て
「
事
業
承

継
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
事
業

承
継
ニ
ー
ズ
調
査
・
窓
口
相
談
・
専
門
家

派
遣
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
を

通
し
て
、
法
人
・
個
人
事
業
主
、
親
族

内
・
親
族
外
承
継
を
問
わ
ず
対
応
い
た
し

ま
す
。
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
円
滑
化
は
、

事
業
所
の
経
営
者
一
族
の
み
な
ら
ず
、
雇

用
確
保
や
地
域
経
済
の
活
力
維
持
の
観
点

か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
事
業
承
継
の

た
め
に
充
分
な
時
間
を
と
っ
て
準
備
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

前
回
、
事
業
承
継
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
、
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
事
業
承
継
計
画
の
必

要
性
、
概
要
、
事
業
承
継
の
方
法
（
親
族

内
承
継
・
従
業
員
等
へ
の
承
継
・
Ｍ
＆
Ａ

な
ど
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
具
体
的
対
策
の
実
行

の
中
で
、
親
族
が
後
継
者
と
決
定
し
た
場

合
の
、
そ
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

①
後
継
者
候
補
と
の
意
思
疎
通

②
社
内
や
取
引
先
・
金
融
機
関
へ
の
事
業

承
継
計
画
の
公
表
、
後
継
者
と
の
意
思

疎
通
の
機
会
を
与
え
る
。

③
将
来
の
経
営
陣
の
構
成
を
視
野
に
入
れ

て
、
役
員
・
従
業
員
の
理
解
を
得
つ
つ
、

世
代
交
代
を
準
備
。

①
社
内
で
の
教
育

・
各
部
門
を
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
さ
せ
る
。

各
部
門
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

会
社
全
般
の
経
験
と
必
要
な
知
識
を

習
得
さ
せ
る
。

・
責
任
あ
る
地
位
に
就
け
る
。

役
員
等
の
責
任
あ
る
地
位
に
つ
け
て

権
限
を
委
譲
し
、
重
要
な
意
思
決
定

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
機

会
を
与
え
る
。

・
現
経
営
者
に
よ
る
直
接
指
導

経
営
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
業
界
事
業
に
と

ど
ま
ら
ず
、
経
営
理
念
を
承
継
す
る
。

②
社
外
で
の
教
育

・
他
社
で
の
勤
務
を
経
験
さ
せ
る

人
脈
の
形
成
や
新
し
い
経
営
手
法
の

習
得
が
期
待
で
き
、
従
来
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
獲

得
さ
せ
る
。

・
子
会
社
・
関
連
会
社
等
の
経
営
を
任

せ
る
。

後
継
者
に
一
定
程
度
実
力
が
備
わ
っ

た
段
階
で
、
子
会
社
・
関
連
会
社
当

の
経
営
を
任
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
経

営
者
と
し
て
の
責
任
感
を
持
た
せ
る
。

・
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
活
用

経
営
者
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
全
般

を
習
得
さ
せ
、
後
継
者
を
自
社
内
に

置
き
つ
つ
、
幅
広
い
視
野
を
育
成
す
る
。

①
株
式
の
集
中
・
財
産
の
分
配
に
お
い
て

は
、
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
の
検
討
が

必
要
で
す
。

・
後
継
者
へ
の
株
式
等
事
業
用
資
産
の

集
中

生
前
贈
与
・
遺
言
、
会
社
や
後
継
者

に
よ
る
買
取
、
会
社
法
の
活
用
な
ど
。

・
後
継
者
以
外
の
相
続
人
へ
の
配
慮

②
現
時
点
で
既
に
株
式
が
分
散
し
て
い
る

場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
買
取
等
を
実

一
、
関
係
者
の
理
解

Your Global Lifestyle Partner

〒730-0031 広島県広島市中区紙屋町2-2-2
　　　　　 紙屋町ビル２階

営業時間 ： 月曜～金曜（9：30～17：30）
　　　　　　　　　    （土曜・日曜・祝日休み） 

ま ず は お 気 軽 に お 電 話 で ご 相 談 く だ さ い 。  

JTB中国四国　広島支店  法人営業部 

JTBは個人・団体旅行はもちろん、群を抜いたネットワーク・総合力で大会・
イベント・コンベンションの成功に向けてスピーティな大会・学会運営の
お手伝いをさせていただきます。 

TEL 082（542）2730
FAX 082（542）2738

【期間 2008. 11/8～11/10】 

今、話題の豪華客船「飛鳥Ⅱ」が今年も広島港よりお客様を

優雅な３日間へご案内いたします。この機会にぜひ上質なクルー

ズライフを経験されてみてはいかがでしょうか。 

まだ一部客室にて残席がございます。 
興味のある方は是非お問い合わせ下さいませ。 

（担当：浅野間） 

近畿日本ツーリスト株式会社 
広島イベント・コンベンション支店 

2008年「飛鳥Ⅱ」鹿児島チャータークルーズ 

事
業
承
継

事
業
承
継
に
つ
い
て 
事
業
承
継

事
業
承
継
に
つ
い
て 
事
業
承
継
に
つ
い
て Ⅱ 

二
、
後
継
者
教
育

三
、
株
式
の
集
中
・
財
産
の
分
配

ステップⅠ　事業承継計画の立案 ステップⅡ　具体的対策の実行 

事業承継対策の理解 親族内承継 

Ｍ＆Ａ 

従業員等への承継 

外部からの雇い入れ 

１． 関係者の理解 
２． 後継者教育 
３． 株式・財産の手当て 

現状の把握 

承認の方法・後継者の確定 

事業承継計画の作成 
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戦う正太郎（中小企業者）を鉄人28号（信用保証協会）が力強くサポートします。
〈〈鉄人28号は当協会の平成20年度イメージキャラクターです〉〉 

応援します。がんばります！ 応援します。がんばります！ 

広島県信用保証協会  
〒730-8691　広島市中区上幟町3番27号 

http://www.hiroshima-shinpo.or.jp

本　 所　TEL（082）228-5501　FAX（082）211-0032
福山支所　TEL（084）923-4893　呉 支 所　TEL（0823）21-9281 
三原支所　TEL（0848）63-4173　備北支所　TEL（0824）62-3917 
 

光プロダクション ○ C 

　中小企業の皆様のサポーター 　中小企業の皆様のサポーター 
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詳しくは商工会へお問い合わせ下さい。 

こんな時でも安心。 

掛金・共済金は、年齢・性別 
・職種に関係なく一律！ 

充実した入院・通院補償！ 

手術にも手厚い補償！ 

国内外・24時間フルカバー！ 

１日あたり約67円 
（A・Bタイプ）でビッグな補償 
とワイドな内容を実現！ 

疾病による継続した 
30日以上の入院の場合は入院 
見舞金が支払われます。 
（A・Cタイプのみ） 


